
は
じ
め
に
─
昭
和
期
日
本
の
南
洋
ブ
ー
ム

　

日
本
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
た
時
期
、
南
洋
ブ
ー
ム
が

あ
っ
た
。
日
本
は
、
植
民
地
で
あ
っ
た
台
湾
、
委
任
統
治
を
行
っ

て
い
た
南
洋
群
島
、
お
よ
び
現
在
の
東
南
ア
ジ
ア
地
域
、
当
時

は
南
方
、
外
南
洋
と
よ
ば
れ
て
い
た
、
い
わ
ゆ
る
南
洋
に
対
し

て
強
い
関
心
と
興
味
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
南
洋
に

対
す
る
日
本
の
各
種
進
出
を
促
進
す
る
思
想
と
し
て
の
「
南
進

論
」
が
盛
ん
に
主
張
さ
れ
て
き
た
。
南
洋
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
、

日
本
人
の
南
洋
へ
の
移
民
・
殖
民
、
投
資
、
企
業
の
設
立
、
開

拓
事
業
、
貿
易
、
商
業
進
出
、
資
源
開
発
、
な
ど
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

第
二
次
大
戦
以
前
の
昭
和
十
二
年
十
月
一
日
当
時
の
外
南
洋

各
地
在
留
日
本
人
の
数
を
み
る
と
、
三
万
九
千
二
百
四
十
六

人
で
あ
る
。
国
別
に
み
る
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

二
万
三
千
九
百
九
十
一
人
、
英
領
マ
レ
ー
七
千
三
十
人
、
蘭
領

東
印
度
六
千
四
百
八
十
五
人
で
、
こ
の
外
に
、
英
領
北
ボ
ル
ネ

オ
九
百
二
十
一
人
、
タ
イ
五
百
二
十
一
人
、
仏
領
印
度
支
那

二
百
四
十
一
人
な
ど
で
あ
る
（
一
）。
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
英
領
マ
レ
ー
、

蘭
領
東
印
度
の
三
国
が
、
日
本
人
の
外
南
洋
で
の
活
動
の
中
心

で
、
在
留
者
の
数
、
事
業
、
ま
た
そ
の
地
域
的
な
広
さ
か
ら
い
っ

て
も
、
外
南
洋
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
外
南
洋
は
、
豊
富

な
資
源
と
人
口
の
多
さ
で
注
目
さ
れ
て
き
た
。
政
治
的
に
は
、

日
清
戦
争
後
、
北
守
南
進
論
が
唱
え
ら
れ
、
中
国
大
陸
と
と
も

に
、
南
洋
が
取
上
げ
ら
れ
た
。

　

図
表
一
は
、
昭
和
十
二
年
十
月
当
時
の
南
方
在
住
日
本
人
に

つ
い
て
、
国
ご
と
に
職
業
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る

と
、
南
洋
で
の
日
本
人
の
職
業
で
最
も
多
い
の
は
、
農
業
お
よ

び
商
業
で
、
次
が
水
産
業
お
よ
び
工
業
で
あ
る
。
国
ご
と
に
み

る
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
農
業
、
英
領
マ
レ
ー
で
は
商
業
、
蘭

領
東
印
度
で
は
商
業
が
最
も
多
い
。
こ
の
農
業
、商
業
、水
産
業
、

工
業
の
四
分
野
を
中
心
と
し
て
、
日
本
人
は
南
洋
に
進
出
し
た

の
で
あ
る
。
業
種
別
に
み
る
と
、
農
業
お
よ
び
工
業
者
は
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
お
い
て
最
も
多
く
、
水
産
業
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
お
よ

び
英
領
マ
レ
ー
に
多
い
。
商
業
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
お
よ
び
蘭
領

印
度
で
あ
る
が
、
英
領
マ
レ
ー
も
相
当
の
数
が
あ
っ
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
が
農
業
者
数
に
お
い
て
、
他
の
南
洋
諸
国
に
比

較
し
て
多
い
の
は
、
ダ
バ
オ
に
お
け
る
マ
ニ
ラ
麻
栽
培
の
た

め
で
あ
る
。
昭
和
十
二
年
当
時
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
在
住
日
本
人

二
万
三
千
九
百
十
一
人
の
内
、
一
万
五
千
七
百
五
十
五
人
が
ダ

バ
オ
在
住
で
あ
る
。
ダ
バ
オ
で
は
、
主
と
し
て
日
本
人
は
、
マ

戦
前
昭
和
期
日
本
の
南
洋

　
　
・
南
方
へ
の
商
業
的
進
出
と
貿
易

丹
　
野
　
　
　
勲
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（
出
所
：
入
江
寅
次
（
一
九
四
二
）『
外
南
洋
邦
人
の
現
勢
と
其
の
歴
史
的
背
景
』
南
洋
資
料
第

九
八
号
、
南
洋
経
済
研
究
所
、
十
頁
）

図
表
一　

南
方
国
別
日
本
人
職
業
者
数　
　

昭
和
十
二
年
十
月
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ニ
ラ
麻
栽
培
事
業
に
従
事
し
て
い
る
が
、
椰
子
の
栽
培
に
従
事

し
て
い
る
者
も
多
い
。
昭
和
十
二
年
ま
で
に
、
ダ
バ
オ
に
お
い

で
日
本
人
が
マ
ニ
ラ
麻
事
業
の
た
め
に
投
下
し
た
資
本
は
約

六
千
万
円
で
、
日
系
事
業
会
社
は
約
三
十
社
、
自
営
個
人
約

三
千
人
、
他
は
こ
れ
ら
会
社
、
個
人
、
ま
た
は
外
人
経
営
耕
地

に
お
い
て
労
働
に
従
事
す
る
者
で
あ
る
。
日
本
人
に
よ
っ
て
生

産
さ
れ
る
麻
は
、
ダ
バ
オ
全
生
産
量
の
四
分
の
三
、
全
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
四
分
の
一
に
相
当
し
た
（
二
）。

　

南
洋
に
お
け
る
日
本
企
業
の
も
う
一
つ
の
柱
は
、
ゴ
ム
栽
培

事
業
で
あ
る
。
昭
和
十
二
年
ま
で
に
、
南
洋
に
お
い
て
日
本
人

が
ゴ
ム
栽
培
事
業
の
た
め
に
投
下
し
た
投
資
額
は
、
八
千
万
円

か
ら
一
億
円
と
さ
れ
て
い
る
。
マ
レ
ー
半
島
、
ボ
ル
ネ
オ
、
ス

マ
ト
ラ
地
方
が
、
ゴ
ム
栽
培
の
主
た
る
生
産
地
で
、
こ
の
た
め

に
日
本
人
が
租
借
し
て
い
る
土
地
面
積
は
、
昭
和
十
二
年
当
時
、

約
三
十
三
万
町
歩
（
一
町
歩
は
約
九
、九
一
七
平
方
メ
ー
ト
ル
）、

そ
の
内
植
付
面
積
が
十
三
万
町
歩
で
あ
る
。
そ
の
時
期
、
南
洋

で
ゴ
ム
栽
培
に
従
事
す
る
日
系
会
社
は
二
十
四
社
、
日
本
人
の

個
人
経
営
は
約
七
十
人
、
一
年
間
の
生
産
量
は
、
約
一
万
六
千

ト
ン
で
あ
っ
た
（
三
）。

　

ゴ
ム
栽
培
で
使
用
す
る
労
働
者
は
、
南
洋
の
現
地
人
、
お
よ

び
中
国
人
、
イ
ン
ド
人
、
現
地
人
な
ど
の
苦
力
（
ク
ー
リ
―
）

が
中
心
で
、
日
本
人
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
ダ
バ
オ
に
お
け
る
マ
ニ
ラ
麻
栽
培
事
業
は
、
そ
の
労
働

者
は
主
と
し
て
日
本
人
が
中
心
で
あ
っ
た
。
ゴ
ム
栽
培
だ
け
で

な
く
、
古
々
椰
子
、
油
椰
子
、
コ
ー
ヒ
ー
、
茶
な
ど
の
南
洋
で

の
栽
培
事
業
で
も
、
そ
の
労
働
者
は
必
ず
し
も
日
本
人
で
は
な

か
っ
た
。
南
洋
で
の
ゴ
ム
な
ど
の
栽
培
事
業
で
は
、
日
本
人
の

移
民
を
伴
わ
な
く
て
も
、
そ
の
現
場
に
お
い
て
容
易
に
低
廉
な

労
働
力
を
求
め
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
南
洋
で
の
栽
培
事
業
の

特
徴
が
、
そ
の
現
地
人
な
ど
の
外
国
労
働
力
の
使
用
に
あ
っ
た
。

戦
前
の
日
本
人
の
海
外
進
出
を
み
る
と
、
北
米
、
ハ
ワ
イ
、
お

よ
び
ブ
ラ
ジ
ル
、
ペ
ル
ー
な
ど
の
南
米
な
ど
で
は
、
先
ず
日
本

人
が
移
民
し
、
事
業
に
従
事
し
た
。
多
く
の
日
本
人
移
民
は
、

裸
一
貫
で
海
外
に
出
て
、
農
地
や
工
場
な
ど
に
身
を
投
じ
て
働

い
た
。
一
方
、
南
洋
で
は
、
ダ
バ
オ
に
お
け
る
マ
ニ
ラ
麻
栽
培

を
除
い
て
、
労
働
力
は
現
地
で
得
ら
れ
る
現
地
人
や
外
国
人
を

活
用
し
た
の
で
あ
る
。

　

戦
前
昭
和
の
時
代
に
南
洋
に
お
い
て
日
本
人
が
進
出
し
た
も

う
一
つ
の
事
業
に
、
水
産
業
が
あ
る
。
歴
史
的
に
み
る
と
、
明

治
二
十
年
代
か
ら
日
露
戦
事
前
に
至
る
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
木
曜
島
付
近
を
中
心
と
す
る
日
本
人
の
真
珠
貝
探
取
へ
の
進

出
が
あ
っ
た
。
南
洋
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
英
領
北
ボ
ル
ネ

オ
、
ジ
ャ
ワ
、
セ
レ
ベ
ス
、
中
部
お
よ
び
北
部
ス
マ
ト
ラ
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
、
ダ
バ
オ
、
そ
の
他
各
地
に
お
い
て
、
日
本

の
漁
業
者
が
進
出
し
た
。

　

戦
前
昭
和
の
時
代
に
お
い
て
、
小
売
り
、
貿
易
等
の
商
業
的
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事
業
も
南
方
進
出
の
中
心
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ

の
南
洋
・
南
方
に
お
け
る
日
本
の
商
業
的
進
出
と
貿
易
に
つ
い

て
、
事
例
を
含
め
て
議
論
す
る
。

第
一
章　

南
洋
へ
の
商
業
的
事
業
の
進
出

第
一
節　

日
露
戦
争
後
の
南
方
へ
の
進
出

　

南
方
に
お
け
る
日
本
人
の
発
展
と
し
て
は
、
栽
培
事
業
、
水

産
業
、
鉱
業
、
製
造
業
な
ど
の
活
動
と
と
も
に
、
商
業
部
門
に

お
け
る
進
出
が
あ
る
。
日
本
の
戦
前
の
南
方
へ
の
商
業
的
事
業

進
出
の
時
期
は
、
日
露
戦
事
以
後
か
ら
第
一
次
大
戦
ま
で
の
時

期
、
お
よ
び
第
一
次
大
戦
か
ら
第
二
次
大
戦
ま
で
の
時
期
に
大

別
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
地
域
的
に
進
出
先
を
み
る
と
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
の
マ
レ
ー
半
島
、
ジ
ャ
ワ
を
中

心
と
す
る
蘭
領
印
度
、
マ
ニ
ラ
、
ダ
バ
オ
を
中
心
と
す
る
フ
ィ

リ
ピ
ン
が
主
要
な
地
域
で
あ
り
、
そ
の
他
の
地
域
は
、
極
め
て

少
な
い
（
四
）。

第
二
節　

行
商
人
の
南
洋
へ
の
進
出

　

一
九
〇
五
（
明
治
三
十
八
）
年
の
日
露
戦
争
終
結
後
、
日
本

人
は
南
方
へ
の
商
業
に
進
出
す
る
者
が
増
え
て
い
っ
た
。
そ
の

当
時
、
南
方
の
日
本
人
は
、
行
商
者
も
多
か
っ
た
。
日
本
の
農

村
地
帯
を
売
薬
千
金
丹
の
行
商
で
当
時
有
名
で
あ
っ
た
盛
生
薬

館
が
南
方
進
出
を
企
て
、
バ
タ
ビ
ア
（
現
在
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
）

に
拠
点
を
置
い
て
い
た
の
は
、
明
治
四
十
三
年
頃
で
あ
る
。
盛

生
薬
館
の
南
方
進
出
は
不
成
功
に
終
わ
っ
た
（
五
）。
し
か
し
、

成
功
し
た
行
商
も
か
な
り
あ
っ
た
。
森
下
仁
丹
も
そ
の
頃
、
南

方
に
進
出
し
た
。

　

行
商
の
種
類
は
、
雑
貨
、
売
薬
か
ら
、
煎
餅
焼
き
、
吹
き
矢
、

玉
こ
ろ
が
し
等
が
あ
っ
た
が
、
行
商
人
の
多
く
は
売
薬
を
目
的

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
マ
レ
ー
半
島
、
ジ
ャ
ワ
、
ス
マ
ト
ラ
、

ボ
ル
ネ
オ
の
方
ま
で
行
商
に
行
っ
た
。
売
薬
行
商
は
、
派
手
で
、

賑
か
で
儲
け
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
日
本
人
の
売
薬
行
商

は
、
特
に
日
露
戦
争
直
後
な
ど
は
、
南
洋
の
現
地
の
到
る
と
こ

ろ
で
非
常
な
歓
迎
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
日
本
は
、
大

国
ロ
シ
ア
に
勝
っ
た
戦
勝
国
で
、
薬
を
売
る
日
本
人
の
行
商
人

は
、
現
地
で
こ
の
戦
争
に
従
軍
し
た
者
の
よ
う
に
見
ら
れ
、
特

に
医
術
の
心
得
さ
え
あ
る
と
受
取
る
向
き
も
少
く
な
く
、
事
実

そ
う
い
う
風
に
持
っ
て
行
っ
た
者
も
多
か
っ
た
（
六
）。
そ
の
行

商
の
姿
は
、
胸
に
従
軍
徽
章
や
赤
十
字
徽
章
を
ぶ
ら
下
げ
た
軍

装
の
よ
う
な
恰
好
を
し
、
手
風
琴
を
鳴
ら
し
、
ヒ
ゲ
を
生
や
し

た
り
し
て
、
こ
れ
ら
の
薬
の
効
能
を
述
べ
等
を
し
な
が
ら
、
南

方
の
村
々
を
回
り
歩
い
た
。
そ
の
薬
が
、か
な
り
の
高
値
を
呼
び
、

相
当
の
利
益
を
収
め
た
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
、
胸
間

に
赤
十
字
の
徽
章
な
ど
を
つ
け
て
い
た
り
し
た
の
で
あ
る
（
七
）。
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千
金
丹
、
清
心
丹
、
實
丹
、
頭
痛
膏
、
固
腸
丸
な
ど
の
日
本
の

薬
を
、
現
地
で
日
本
よ
り
か
な
り
高
い
値
段
で
売
る
こ
と
が
出

来
た
。
日
本
人
の
薬
行
商
は
、
現
地
住
民
を
一
人
か
二
人
雇
い
、

さ
ら
に
華
人
を
商
売
の
仲
介
人
あ
る
い
は
通
訳
と
し
て
同
伴
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

江
川
旦
庵
は
、『
南
洋
を
目
的
に
』
と
い
う
著
書
で
、
こ
の

行
商
の
姿
を
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
（
八
）。

『
彼
等
は
山
間
の
僻
地
に
至
り
、
酋
長
を
訪
問
し
て
、
多

く
こ
れ
が
斡
旋
を
待
つ
な
り
。
予
一
日
或
る
寒
村
を
巡
遊

せ
し
際
、
数
人
の
日
本
人
が
石
油
の
空
罐
を
乱
打
し
て
、

何
事
を
か
叫
び
つ
つ
あ
る
を
耳
に
せ
り
。
何
事
な
ら
ん
と

顧
み
れ
ば
、
我
が
同
胞
の
行
商
人
が
、
酋
長
を
先
頭
に
、

売
薬
の
広
告
を
な
し
つ
つ
あ
る
光
景
に
し
て
、
村
民
は
業

を
休
み
て
こ
れ
ら
一
行
に
付
従
せ
る
な
り
き
。
そ
の
滑
稽

な
る
恰
も
子
供
の
遊
戯
の
如
ぐ
、
抱
腹
せ
ざ
る
を
得
ざ
り

き
』

『
セ
レ
ベ
ス
、
メ
ナ
ド
郷
の
一
旅
館
に
於
て
、
行
商
の
面

白
き
を
語
り
て
、
一
日
予
に
行
商
の
同
行
を
求
め
し
事
あ

り
き
、
予
は
彼
れ
の
言
ふ
が
ま
ま
に
随
行
し
て
寂
し
き
村

落
に
入
り
、
二
、三
の
民
家
を
訪
ふ
て
最
終
に
酋
長
の
家

を
訪
問
せ
し
が
、
折
幸
く
酋
長
の
愛
嬢
が
腹
痛
の
こ
と
と

て
、
酋
長
の
心
配
甚
し
く
、
予
等
売
薬
商
人
を
見
て
拝
が

ま
ん
ば
か
り
に
喜
び
ぬ
。
予
が
同
伴
者
は
直
ち
に
仁
丹
三
、

四
粒
を
與
ふ
れ
ぱ
愛
嬢
が
腹
痛
は
立
処
に
癒
え
ぬ
。
こ
れ

を
見
し
酋
長
の
喜
び
謂
ん
か
た
な
く
、
喜
々
と
懐
中
よ
り

五
十
金
を
與
へ
帰
路
遠
け
れ
ば
と
て
、
駿
馬
を
も
添
へ
ら

れ
た
り
。
予
等
は
酋
長
よ
り
贈
ら
れ
た
る
馬
に
乗
り
て
、

揚
々
立
帰
し
が
、
馬
は
翌
日
三
百
金
に
売
却
し
、
結
局
仁

丹
三
粒
は
、
三
百
五
十
金
と
化
し
ぬ
。』

　

以
上
の
よ
う
な
話
は
、
少
し
割
引
い
て
受
取
る
必
要
が
あ
る

が
、
と
に
か
く
こ
う
い
っ
た
種
類
の
話
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
売
薬
行
商
に
よ
る
活
躍
は
数
年
間
続
い
た
が
、
そ
の
後

資
金
を
蓄
え
た
者
は
店
舗
を
構
へ
て
小
売
商
と
な
り
、
更
に
そ

の
商
品
も
、
単
に
薬
品
の
み
に
止
ま
ら
ず
各
種
の
雑
貨
類
を
取

扱
う
こ
と
と
な
っ
た
（
九
）。
ト
コ
・
ジ
ャ
パ
ン
と
し
て
、
雑
貨

店
な
ど
を
始
め
た
の
で
あ
る
。

　

南
方
の
ジ
ャ
ワ
で
の
日
本
商
人
の
発
展
に
お
い
て
重
要
な
人

物
と
し
て
、
堤
林
数
衛
と
小
川
利
八
郎
が
い
る
。

　

堤
林
数
衛
は
、明
治
三
十
一
年
、初
め
て
ジ
ャ
ワ
に
行
き
、ジ
ャ

ワ
の
実
情
を
見
て
、
日
本
人
に
よ
る
商
業
的
発
展
の
可
能
性
を

確
信
し
た
。
堤
林
数
衛
は
、
明
治
四
十
年
に
十
六
人
の
日
本
青

年
を
率
い
て
ジ
ャ
ワ
ヘ
渡
り
、
ジ
ャ
ワ
で
行
商
を
始
め
た
。
そ

の
後
、
さ
ら
に
多
数
の
日
本
人
青
年
を
ジ
ャ
ワ
に
迎
え
、
山
村
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水
廊
、
ど
ん
な
僻
村
に
も
足
を
運
ん
だ
。
そ
の
基
礎
が
固
ま
る

に
つ
れ
て
、
ジ
ャ
ワ
全
土
に
三
十
有
余
の
支
店
を
設
置
す
る
大

規
模
な
商
業
事
業
に
発
展
し
、
農
園
の
経
営
に
も
進
出
し
す
る

よ
う
に
な
っ
た
（
一
〇
）。

第
三
節　

南
方
の
行
商
人
―
小
川
利
八
郎

　

小
川
利
八
郎
は
、
千
葉
県
の
松
尾
藩
の
士
族
の
家
に
生
ま
れ
、

東
京
美
術
学
校
に
入
学
、
同
校
を
第
一
期
生
と
し
て
卒
業
し
、

画
家
を
目
指
し
た
（
一
一
）。
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
た
い
と
考
え
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
渡
航
し
た
。
日
露
戦
事
が
始
ま
っ
た
た
め
、
し

ば
ら
く
形
勢
を
見
て
い
よ
う
と
考
え
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
と
ど

ま
っ
た
。
小
川
利
八
郎
は
、
生
活
の
資
金
を
得
る
た
め
に
、
肖

像
画
を
描
い
た
り
し
て
い
た
。
ジ
ャ
ワ
に
行
く
と
中
国
人
の
金

持
が
非
常
に
多
く
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
以
上
に
収
入
が
あ
る
と
い

う
噂
を
聞
い
た
。
そ
れ
で
、
一
九
〇
五
（
明
治
三
十
八
）
年
の

日
露
戦
争
終
結
頃
、
ジ
ャ
ワ
に
行
く
決
意
を
し
た
。
ジ
ャ
ワ
に

行
っ
て
、
中
国
人
の
富
豪
の
肖
像
画
を
描
く
と
、
思
っ
た
以
上

の
収
入
が
あ
っ
た
が
、
何
か
財
産
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
そ
の
他

の
何
か
適
当
な
商
売
は
な
い
か
と
考
え
、
売
薬
を
思
い
つ
い
た
。

当
時
東
京
の
商
業
会
議
所
の
会
頭
で
あ
つ
た
中
野
武
営
に
持
っ

て
い
る
金
を
全
部
迭
っ
て
、
商
業
会
議
所
で
適
当
と
思
う
売
薬

を
見
計
っ
て
送
っ
て
も
ら
っ
た
。
当
時
は
、
交
通
不
便
な
時
で

あ
る
た
め
、
数
か
月
後
に
そ
の
売
薬
が
手
許
に
届
い
た
。
小
川

利
八
郎
は
、
そ
の
売
薬
を
持
っ
て
町
か
ら
町
、
村
か
ら
村
へ
と
、

山
越
え
を
し
た
り
し
て
、
相
当
危
険
を
冒
し
て
行
商
し
て
歩
い

た
。
そ
れ
も
た
だ
行
商
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
は
医
学
も
心

得
て
い
る
と
言
っ
て
、
医
者
の
よ
う
な
顔
を
し
て
診
察
し
て
や

り
、
そ
の
病
気
に
は
そ
の
薬
が
適
薬
だ
と
、
自
分
の
売
薬
を
売

り
つ
け
た
。
小
川
利
八
郎
は
医
学
も
少
し
勉
強
し
診
察
が
適
中

す
る
と
、
田
含
の
医
者
の
い
な
い
村
々
で
は
、
と
く
に
歓
迎
さ

れ
、
薬
は
売
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
薬
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の

他
の
雑
貨
も
売
ろ
う
と
考
え
、
そ
れ
迄
に
売
り
上
げ
で
得
た
金

を
ま
た
商
業
会
議
所
に
迭
っ
て
雑
貨
を
買
っ
て
も
ら
い
、
雑
貨

の
営
業
を
始
め
た
。
丁
度
そ
の
当
時
中
部
ジ
ャ
ワ
の
ス
マ
ラ
ン

（Sem
arang

）
に
博
覧
会
が
開
催
き
れ
た
の
で
、
そ
れ
を
機
会

と
し
て
小
川
利
八
郎
氏
は
ス
マ
ラ
ン
の
日
本
人
会
長
と
な
り
、

そ
の
会
長
の
肩
書
を
利
用
し
て
、
日
本
に
帰
っ
て
、
そ
の
博
覧

会
に
出
品
す
る
商
品
の
運
動
を
行
っ
た
。
そ
の
博
覧
会
に
日
本

商
品
を
出
品
し
て
広
告
し
た
の
が
非
常
に
好
い
結
果
を
出
し
、

益
々
日
本
雑
貨
と
売
薬
が
現
地
で
歓
迎
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
本
商
品
の
雑
貨
や
売
薬
が
本
当
に
認
め
ら
れ
た
の
は
ス
マ
ラ

ン
の
博
覧
会
を
契
機
と
し
て
で
あ
る
。
こ
の
博
覧
会
を
巧
み
に

利
用
し
た
の
は
当
時
の
小
川
利
八
郎
と
堤
林
敷
衛
で
、
そ
の
当

時
、
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
日
本
雑
貨
の
小
売
店
と
し
て
は
小
川
利

八
郎
か
堤
林
敷
衛
か
と
言
は
れ
、
両
方
張
り
あ
っ
て
競
争
的
に

事
業
を
拡
張
し
て
行
っ
た
。
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小
川
利
八
郎
は
、
小
川
洋
行
と
し
て
ジ
ャ
ワ
全
島
に
八
ケ
所

の
支
店
を
設
け
る
ほ
ど
事
業
を
拡
張
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、

大
倉
粂
馬
等
の
出
資
も
得
て
、
大
倉
、
小
川
共
同
で
経
営
す
る

と
い
う
意
味
か
ら
、
資
本
金
百
五
十
万
円
の
共
同
商
事
株
式
会

社
を
設
立
し
、
事
業
を
継
承
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
会
社
の
経

営
は
思
う
よ
う
に
う
ま
く
い
か
ず
、
会
社
は
解
散
し
、
ま
た
元

の
小
川
洋
行
に
逆
戻
り
し
た
。
そ
の
結
果
、
各
地
の
店
は
閉
め
、

ス
マ
ラ
ン
、
ソ
ロ
、
マ
ラ
ン
の
三
か
所
の
店
の
み
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
日
本
人
商
人
の
ジ
ャ
ワ

を
中
心
と
し
た
南
方
進
出
は
、
日
本
の
南
方
へ
の
商
業
的
事
業

発
展
の
揺
籃
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
小
川
利
八
郎
の
ジ
ャ
ワ
で
の

成
功
談
が
日
本
に
お
い
て
当
時
有
名
な
雑
誌
で
あ
る
「
実
業
之

日
本
」
に
掲
載
さ
れ
、
そ
れ
に
刺
激
さ
れ
て
南
洋
の
ジ
ャ
ワ
を

憧
憬
し
て
進
出
し
た
者
も
多
か
っ
た
と
い
う
（
一
二
）

第
四
節　

第
一
次
大
戦
後
の
南
方
へ
の
進
出

　

明
治
の
末
期
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
、
日
本
は
、
マ
レ
ー

半
島
に
お
い
て
ゴ
ム
栽
培
事
業
を
行
う
企
業
の
進
出
に
伴
い
、

日
本
人
商
人
の
進
出
を
み
た
。
ま
た
、フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
は
、

べ
ン
ゲ
ッ
ト
道
路
工
事
就
労
の
た
め
の
進
出
、
つ
い
で
、
ダ
バ

オ
で
の
マ
ニ
ラ
麻
栽
培
に
従
事
す
る
日
本
人
の
移
住
に
伴
っ
て
、

商
業
的
発
展
を
み
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

大
正
三
年
、
第
一
次
大
戦
の
勃
発
は
、
日
本
人
の
南
洋
へ
の

進
出
を
促
進
す
る
こ
と
と
な
り
、
各
方
面
に
お
い
て
、
著
し
い

躍
進
振
り
を
示
し
た
。
戦
争
勃
発
に
よ
っ
て
、
欧
州
品
の
南
洋

市
場
へ
の
供
給
は
途
絶
え
、
ま
た
欧
米
人
の
投
資
手
控
え
、
農

園
売
却
等
に
よ
っ
て
、
企
業
、
商
業
両
部
門
に
わ
た
っ
て
、
日

本
人
の
新
し
い
発
展
を
み
る
に
至
っ
た
。
欧
州
品
に
代
る
日
本

商
品
の
販
売
は
、
こ
れ
取
扱
う
日
本
の
貿
易
商
、
小
売
商
の
進

出
と
な
っ
た
（
一
三
）。

第
五
節　

昭
和
期
の
南
方
へ
の
商
業
進
出

　

昭
和
に
入
っ
て
、
日
本
の
商
業
の
南
洋
進
出
は
さ
ら
に
加
速

す
る
。
日
本
人
商
人
は
、
マ
レ
ー
、
ジ
ャ
ワ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
そ

の
他
各
地
に
お
い
て
、
貿
易
業
者
や
小
売
業
者
と
し
て
活
躍
し

た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
バ
ザ
ー
（Bazar

）
の
名
称
を
、
ま
た

蘭
領
印
度
で
は
ト
コ
（
現
地
語
で
店
舖
の
意
）
の
名
称
の
日
本

商
店
が
、
日
本
商
品
と
と
も
に
各
地
に
現
れ
た
。　

　

日
本
人
の
南
洋
で
の
商
業
的
発
展
の
中
で
、
幾
度
と
な
く
華

僑
の
日
貨
排
斥
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
日
本
商
品
の
南
洋
市

場
に
お
け
る
需
要
は
強
く
、
そ
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
結
果
、
か
え
っ

て
日
本
小
売
商
の
活
躍
を
増
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

蘭
領
印
度
で
は
、
昭
和
十
二
年
当
時
、
商
業
を
営
む
日
本
人

は
約
二
千
三
百
人
（
家
族
店
員
を
含
む
）
で
、
そ
の
内
小
売
商

は
千
人
程
度
で
あ
っ
た（
一
四
）。
英
領
マ
レ
ー
で
は
、戦
前
昭
和
期
、

日
本
人
の
小
売
商
は
ほ
と
ん
ど
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
集
中
し
、
マ
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レ
ー
半
島
に
は
多
少
散
在
し
て
い
て
い
た
、
こ
の
時
期
、
英
領

マ
レ
ー
全
体
で
、
日
本
人
経
営
の
小
売
商
は
百
二
十
軒
程
度
で

あ
っ
た
。
小
売
商
の
取
扱
品
は
、
雑
貨
、
織
物
製
品
、
硝
子
製

品
、
陶
磁
器
、
薬
品
、
食
料
品
が
中
心
で
あ
っ
た
（
一
五
）。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
戦
前
昭
和
期
、
日
本
人
の
商
業
事
業
者

は
中
心
地
で
あ
る
マ
ニ
ラ
に
集
中
し
、
商
社
、
卸
売
商
、
小
売

商
が
あ
っ
た
。
日
本
の
商
社
に
は
、
大
商
社
の
支
店
の
外
に
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
本
店
を
有
す
る
貿
易
商
社
も
数
社
あ
っ
た
。
小

売
商
の
取
扱
品
は
、
日
本
製
の
綿
布
類
、
雑
貨
が
中
心
で
あ
っ

た
。
昭
和
五
年
当
時
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
日
本
人
営
業
の
商
業

は
卸
売
商
六
十
七
軒
、
小
売
商
千
二
百
九
軒
あ
っ
た
（
一
六
）。

　

タ
イ
で
は
、
他
の
南
洋
諸
国
と
比
較
す
る
と
日
本
人
の
商
業

事
業
者
は
少
な
か
っ
た
。
第
一
次
大
戦
を
契
機
と
す
る
日
本
品

の
進
出
に
追
従
し
て
、
日
本
の
商
社
の
支
店
や
出
張
所
が
、
バ

ン
コ
ク
を
中
心
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。
昭
和
十
二
年
当
時
、
タ

イ
で
の
日
本
人
営
業
の
商
業
は
卸
売
商
四
十
六
軒
、
小
売
商

百
四
十
六
軒
あ
っ
た
（
一
七
）。

　

仏
領
印
度
は
、
戦
前
昭
和
期
、
日
本
の
商
社
の
支
店
や
出
張

所
が
、
ハ
ノ
イ
や
サ
イ
ゴ
ン
な
ど
に
あ
っ
た
が
、
日
本
人
経
営

の
小
売
商
は
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
。

　

昭
和
期
の
日
本
の
南
洋
・
南
方
へ
の
商
業
進
出
に
お
い
て
、

南
洋
協
会
の
商
業
実
習
生
制
度
も
注
目
さ
れ
る
。
商
業
実
習
生

制
度
と
は
、
南
洋
協
会
が
昭
和
四
年
か
ら
始
め
た
南
洋
で
の
商

業
事
業
者
を
育
成
す
る
制
度
で
あ
る
。
応
募
資
格
は
中
等
学
校

ま
た
は
専
門
学
校
卒
業
者
で
、
長
男
で
な
い
者
、
親
元
ま
た
は

保
証
人
に
一
定
以
上
の
資
産
を
有
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て

い
た
。
毎
年
全
国
の
応
募
者
か
ら
当
初
は
十
名
程
度
、
後
に

三
十
か
ら
四
十
名
程
度
に
増
員
さ
れ
、
選
ば
れ
た
。
実
習
生
は
、

南
洋
の
主
に
日
系
の
商
業
企
業
や
小
売
店
に
実
習
生
と
し
て
配

属
さ
れ
る
。
当
初
は
ジ
ャ
ワ
に
配
属
さ
れ
た
が
、
第
四
回
か
ら

は
南
方
諸
国
に
配
属
さ
れ
た
。
昭
和
十
五
年
ま
で
に
、
派
遣
総

数
三
九
三
名
、
そ
の
う
ち
南
方
で
開
業
し
た
者
は
四
四
名
、
実

習
中
の
者
は
二
七
五
名
、
帰
国
者
六
四
名
、
死
亡
者
一
〇
名
で

あ
っ
た
（
一
八
）。

　

第
二
次
大
戦
が
勃
発
し
、
日
本
が
南
方
ア
ジ
ア
を
占
領
す
る

よ
う
に
な
る
と
、
日
本
の
百
貨
店
な
ど
の
大
規
模
な
小
売
企
業

が
、
軍
の
意
向
な
ど
に
よ
り
、
現
地
に
進
出
す
る
よ
う
に
な
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
日
本
軍
占
領
下
で
は
昭
南
島
と
よ
ん
だ
）
で

は
、
大
丸
、
松
坂
屋
、
白
木
屋
な
ど
の
百
貨
店
が
進
出
し
た
。

伊
勢
丹
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
進
出
し
た
（
一
九
）。
松
坂
屋
は
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
、
ジ
ャ
ワ
、
ス
マ
ト
ラ
に
進
出
し
、

百
貨
店
、
ホ
テ
ル
、
製
菓
工
場
、
農
場
な
ど
を
経
営
し
た
（
二
〇
）。

第
二
章　

戦
前
昭
和
期
の
南
方
へ
の
貿
易

　

戦
前
昭
和
期
の
南
洋
・
南
方
に
お
け
る
日
本
と
の
貿
易
に
つ
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い
て
み
て
み
よ
う
。
そ
の
貿
易
は
、
基
本
的
に
は
、
ゴ
ム
、
砂

糖
、
コ
プ
ラ
等
の
農
産
物
や
錫
、
鉄
鉱
石
、
原
油
等
の
鉱
産
物

を
日
本
に
輸
出
し
、
一
方
、
織
物
、
食
料
品
、
雑
貨
等
の
生
活

必
需
品
や
原
料
開
発
に
必
要
な
器
械
類
そ
の
他
工
業
製
品
を
日

本
か
ら
輸
入
す
る
と
い
う
形
で
あ
っ
た
。

　

日
本
か
ら
み
た
場
合
、
南
洋
・
南
方
は
、
日
本
の
各
種
工
業

に
必
要
な
原
料
供
給
地
で
あ
り
、
ま
た
、
日
本
の
工
業
製
品
の

販
売
地
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
は
、
南
洋
・
南
方

か
ら
生
ゴ
ム
、
麻
、
木
材
等
の
工
業
用
原
料
、
砂
糖
、
コ
プ
ラ

等
の
農
産
物
、
鉄
鉱
石
、
錫
、
原
油
、
石
炭
等
の
鉱
物
・
油
等

を
主
に
輸
入
し
、
南
洋
・
南
方
は
、
日
本
か
ら
綿
織
物
、
絹
織

物
、
メ
リ
ヤ
ス
、
綿
糸
、
絹
織
物
等
の
繊
維
品
や
硝
子
、
陶
磁

器
、
鉄
製
品
、
玩
具
等
の
雑
貨
を
輸
入
し
て
い
た
。

　

日
本
と
南
洋
・
南
方
と
の
貿
易
は
、
第
一
次
大
戦
中
頃
か
ら

が
急
速
に
発
展
し
た
。
そ
れ
以
前
は
、
メ
リ
ヤ
ス
・
絹
織
物
が

日
本
か
ら
の
主
要
輸
出
品
で
、
砂
糖
・
米
・
麻
・
石
油
・
錫
等

の
南
洋
か
ら
の
輸
入
が
多
く
、
日
本
か
ら
み
る
と
南
洋
貿
易
は

著
し
い
輸
入
超
過
を
続
け
て
い
た
。
し
か
し
、
第
一
次
大
戦
中
、

欧
州
と
南
洋
と
の
取
引
が
途
絶
し
た
機
会
に
、
日
本
商
品
は
躍

進
的
に
進
出
し
、
第
一
次
大
戦
後
に
は
そ
の
貿
易
額
は
戦
前
の

数
倍
に
膨
脹
し
、
一
躍
輸
出
超
過
に
転
じ
た
。
昭
和
六
年
、
日

本
が
金
輪
出
再
禁
止
を
行
っ
て
か
ら
は
、
円
価
の
下
落
と
い
う

円
安
も
あ
り
、
日
本
の
輸
出
品
は
南
洋
・
南
方
を
席
巻
し
、
昭

和
八
年
頃
は
、
蘭
印
で
は
欧
米
品
を
ほ
と
ん
ど
駆
逐
す
る
状
況

と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
急
速
に
発
展
し
た
日
本
と
南
洋
・
南
方
と
の
貿

易
は
、
昭
和
十
二
年
に
空
前
の
記
録
を
作
っ
て
、
日
本
か
ら

の
輸
出
は
三
億
八
千
六
百
七
十
五
万
円
、
南
洋
か
ら
の
輸
入

は
三
億
七
千
三
百
六
十
万
円
、
合
計
七
億
六
千
万
円
程
度
で

千
四
百
万
円
の
輸
出
超
過
と
な
っ
た
（
二
一
）。
し
か
し
、
支
那
事

変
が
勃
発
し
、
国
際
情
勢
が
変
化
す
る
に
従
い
、
自
由
で
あ
っ

た
南
洋
貿
易
は
次
第
に
ブ
ロ
ッ
ク
的
な
貿
易
に
一
変
し
、
日
本

商
品
は
漸
次
進
出
の
余
地
を
狭
め
ら
れ
る
と
共
に
日
本
が
最
も

必
要
と
し
た
重
要
物
資
で
あ
る
石
油
、
錫
、
鉄
鉱
石
、
ゴ
ム
等

の
入
手
は
極
め
て
困
難
と
な
っ
た
。
と
く
に
第
二
次
世
界
大
戦

が
お
こ
っ
て
か
ら
は
、
英
・
米
勢
力
下
に
あ
る
南
洋
各
地
の
貿

易
管
理
は
強
化
さ
れ
、
日
本
の
南
洋
貿
易
を
著
し
く
阻
害
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

第
一
節　

日
本
と
蘭
領
印
度
と
の
貿
易

　

蘭
領
印
度
は
、
貿
易
政
策
に
お
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
本
国
と
他

の
諸
国
と
の
間
で
、
基
本
的
に
は
関
税
率
に
関
し
て
平
等
に
取

り
扱
い
、
オ
ラ
ン
ダ
本
国
に
対
し
て
特
恵
関
係
を
有
し
な
い
政

策
を
採
っ
た
。
こ
れ
は
蘭
領
印
度
の
主
要
輸
出
品
で
あ
る
砂
糖

や
ゴ
ム
な
ど
を
オ
ラ
ン
ダ
本
国
市
場
の
み
で
吸
収
出
来
な
い
こ

と
、
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
本
国
の
製
造
工
業
が
蘭
領
印
度
の
需
要
に
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（出所：三菱経済研究所（1937）『太平洋に於ける国際経済関係』
三菱経済研究所、371頁）

図表二　蘭領印度主要国別貿易
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（出所：三菱経済研究所（1937）『太平洋に於ける国際経済関係』
三菱経済研究所、373頁）

図表三　蘭領印度国別主要輸出品
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（出所：三菱経済研究所（1937）『太平洋に於ける国際経済関係』
三菱経済研究所、377頁）

図表四　蘭領印度国別主要輸入品
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応
じ
き
れ
な
い
こ
と
、
な
ど
の
た
め
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、

蘭
領
印
度
は
、
国
内
産
業
の
保
護
、
オ
ラ
ン
ダ
本
国
の
優
位
確

保
、
対
外
貿
易
の
調
整
等
の
目
的
を
、
関
税
に
よ
る
の
で
は
な

く
輸
入
制
限
に
よ
っ
て
達
成
す
る
と
い
う
政
策
を
採
っ
た
（
二
二
）。

日
本
と
の
関
係
で
は
、
戦
前
昭
和
期
に
お
い
て
、
蘭
領
印
度
は

最
も
重
要
な
貿
易
相
手
国
で
あ
っ
た
。

　

図
表
二
は
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
か
ら
昭
和
十
一

（
一
九
三
六
）
年
ま
で
の
蘭
領
印
度
の
主
要
貿
易
相
手
国
の
推

移
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
図
表
三
は
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）

年
か
ら
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
ま
で
の
蘭
領
印
度
の
主
要
国

別
主
要
輸
出
品
の
推
移
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
図
表
四
は
、
昭

和
四
（
一
九
二
九
）
年
か
ら
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
ま
で
の

蘭
領
印
度
の
主
要
国
別
主
要
輸
入
品
目
の
推
移
を
み
た
も
の
で

あ
る
。
蘭
領
印
度
の
輸
出
貿
易
に
お
け
る
主
要
な
相
手
国
は
オ

ラ
ン
ダ
本
国
、
海
峡
植
民
地
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
英
領
マ
レ
ー
、

ペ
ナ
ン
）、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
、
豪
州
等
で
あ
る
。

輸
出
品
目
は
、
石
油
、
ゴ
ム
、
茶
、
錫
、
砂
糖
、
煙
草
、
コ
プ

ラ
、
コ
ー
ヒ
ー
、
パ
ー
ム
オ
イ
ル
、
胡
椒
等
の
農
鉱
産
物
を
主

と
し
、
こ
れ
ら
の
輸
出
額
は
一
九
三
五
年
総
輸
出
額
の
八
十
二

％
を
占
め
た
。
蘭
領
印
度
の
輸
入
品
は
、
綿
織
物
を
第
一
と
し
、

食
料
品
が
こ
れ
に
続
き
、
そ
の
他
機
械
器
具
、
鉄
鋼
お
よ
び
同

製
品
、
各
種
織
物
、
米
、
紙
お
よ
び
同
製
品
、
糸
類
、
薬
品
等

が
主
要
な
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
九
品
目
の
合
計
額
は
、
昭
和
十

図表五　�蘭印の主要相手国貿易額の図
　　　　（昭和14年）

図表六　蘭印の対日貿易額品種別の図
　　　　（昭和14年）

（出所：台湾南方協会（1941）『南方読本』
三省堂、188－189頁）

（出所：台湾南方協会（1941）『南方読本』
三省堂、186頁）
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（
一
九
三
五
）
年
に
お
い
て
総
輸
入
額
の
六
十
四
％
を
占
め
て

い
る
。

　

図
表
五
は
、
昭
和
十
四
年
に
お
け
る
蘭
領
印
度
の
主
要
相
手

国
貿
易
額
の
図
で
あ
る
。
図
表
六
は
、
昭
和
十
四
年
に
お
け
る

蘭
領
印
度
の
対
日
貿
易
額
に
よ
る
品
種
別
割
合
を
み
た
も
の
で

あ
る
。
蘭
領
印
度
が
輸
出
す
る
主
な
も
の
は
昭
和
十
四
年
に
お

い
て
は
農
産
物
で
は
ゴ
ム
を
筆
頭
に
砂
糖
、
茶
、
コ
プ
ラ
、
煙
草
、

キ
ナ
等
で
、
鉱
産
物
で
は
石
油
を
第
一
と
し
次
い
で
錫
等
で
あ

る
。
輸
入
品
は
綿
織
物
な
ど
の
繊
維
品
を
最
大
と
し
、
食
料
品
、

機
械
器
具
、
金
属
製
品
、
化
学
製
品
等
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

昭
和
十
四
年
に
お
け
る
蘭
印
の
日
本
よ
り
の
輸
入
は
綿
織
物
が

第
一
位
、
綿
糸
、
人
絹
等
の
繊
維
工
業
品
、
自
転
車
等
の
金
属

工
業
品
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
他
は
陶
磁
器
、
硝
子
、
セ
メ
ン
ト
等

で
あ
り
、
輸
出
は
ゴ
ム
、
石
油
、
木
材
、
錫
、
キ
ナ
等
で
あ
っ

た
。
貿
易
額
は
日
本
よ
り
の
輸
入
は
一
億
三
千
七
百
八
十
万
円
、

日
本
へ
の
輸
出
は
七
千
百
六
十
三
万
円
、
六
千
六
百
万
円
の
輸

入
超
過
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
四
年
に
お
け
る
蘭
印
か
ら
の
輸
出

の
中
の
日
本
の
割
合
は
、
三
．
四
％
、
そ
の
輸
入
の
中
の
日
本

の
割
合
は
、
十
八
・
九
％
で
あ
っ
た
。

　

日
本
が
蘭
領
印
度
の
貿
易
に
確
固
た
る
地
位
を
占
め
た
の
は
、

第
一
次
大
戦
か
ら
で
、
そ
の
直
前
に
お
い
て
、
日
本
は
蘭
印
輸

入
貿
易
の
中
で
わ
ず
か
一
・
三
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、

大
戦
中
一
〇
％
に
躍
進
し
、
昭
和
六
年
か
ら
は
綿
織
物
の
進
出

が
著
し
く
、
遂
に
一
七
％
を
占
め
て
オ
ラ
ン
ダ
に
代
り
第
一
位

と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
日
本
の
輸
出
超
過
が
続
き
、
昭
和
八
年

で
は
、
日
本
か
ら
の
蘭
印
へ
の
輸
出
が
一
億
円
も
多
い
と
い
う

方
貿
易
で
、
そ
の
後
、
五
，
六
千
万
円
の
出
超
尻
を
続
け
て
い
た
。

　

こ
の
た
め
オ
ラ
ン
ダ
本
国
か
ら
の
輸
出
は
大
打
撃
を
蒙
っ
た

の
で
、
蘭
領
印
度
当
局
は
日
本
よ
り
の
輸
入
割
当
制
を
実
施
し
、

さ
ら
に
日
本
人
の
営
業
や
入
国
を
制
限
す
る
等
、
い
ろ
い
ろ
な

方
法
を
と
っ
て
日
本
品
の
進
出
を
抑
圧
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
蘭
領
印
度
の
貿
易
は
第
二
次
大
戦
の
勃
発
に
よ
っ

て
大
打
撃
を
受
け
、
貿
易
上
の
一
大
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

こ
の
変
化
は
昭
和
十
五
年
に
入
っ
て
か
ら
次
第
に
顕
著
と
な
り
、

オ
ラ
ン
ダ
本
国
は
じ
め
欧
州
向
輸
出
が
激
減
し
、
こ
れ
に
代
っ

て
ア
メ
リ
カ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
豪
州
、
イ
ン
ド
等
へ
の
輸
出

が
増
大
し
た
。
ま
た
輸
入
に
お
い
て
も
、
ド
イ
ツ
の
オ
ラ
ン
ダ

侵
入
以
後
は
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
輸
入
は
杜
絶
し
、
ア
メ
リ
カ
の

鉄
鋼
、
機
械
類
と
日
本
の
綿
製
品
の
進
出
が
著
し
く
な
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
輸
出
入
貿
易
に
占
め
る
割
合
は
、
図
表
三
の
よ

う
に
昭
和
十
四
年
か
ら
高
ま
り
、
昭
和
十
五
年
に
入
っ
て
か
ら

は
ゴ
ム
、
錫
の
買
付
が
特
に
増
大
し
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
か
ら
の

輸
出
も
激
増
し
て
遂
に
日
本
の
地
位
を
奪
う
に
至
っ
た
。
蘭
領

印
度
と
ア
メ
リ
カ
は
貿
易
上
の
相
互
依
存
関
係
を
次
第
に
深
め

つ
つ
あ
っ
た
。
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
、
蘭
領
印
度
政
府

は
英
米
に
追
従
し
て
日
本
と
蘭
領
印
度
間
の
為
替
取
引
交
換
を
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（出所：三菱経済研究所（1937）『太平洋に於ける国際経済関係』
三菱経済研究所、320頁）

図表七　英領マレー主要国別貿易

33

プロジェクト・ペーパー　No.33



（出所：三菱経済研究所（1937）『太平洋に於ける国際経済関係』
三菱経済研究所、319頁）

図表八　蘭領印度主要商品別貿易
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停
止
、
お
よ
び
日
本
・
満
州
・
支
那
・
仏
印
へ
の
輪
出
と
日
本

よ
り
の
輸
入
を
許
可
制
と
し
、
日
本
と
の
貿
易
関
係
を
制
限
し

た
。

第
二
節　

日
本
と
英
領
マ
レ
ー
と
の
貿
易

　

戦
前
昭
和
期
に
お
い
て
、
世
界
有
数
の
中
継
貿
易
港
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
を
擁
す
る
英
領
マ
レ
ー
と
日
本
と
の
貿
易
関
係
は
、
第

一
次
大
戦
を
契
機
と
し
て
急
速
に
進
展
し
た
。
綿
織
物
を
主
と

す
る
日
本
商
品
の
進
出
が
あ
ま
り
に
急
激
で
あ
っ
た
た
め
、
イ

ギ
リ
ス
は
自
国
製
品
が
駆
逐
さ
れ
る
こ
と
を
怖
れ
、
昭
和
九
年

七
月
日
本
製
の
織
物
類
に
対
し
輸
入
割
当
を
実
施
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
日
本
商
品
は
全
面
的
に
大
打
撃
を
受
け
た
。
支

那
事
変
の
発
生
に
伴
っ
て
起
っ
た
華
僑
の
日
貨
排
斥
は
南
洋
華

僑
の
中
心
地
だ
け
に
猛
烈
を
極
め
、
イ
ギ
リ
ス
の
対
日
圧
迫
と

共
に
日
本
の
マ
レ
ー
貿
易
に
二
重
の
打
撃
を
与
え
た
。

　

図
表
七
は
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
か
ら
昭
和
十
一

（
一
九
三
六
）
年
ま
で
の
英
領
マ
レ
ー
の
主
要
貿
易
相
手
国
の

推
移
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
図
表
八
は
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）

年
か
ら
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
ま
で
の
英
領
マ
レ
ー
の

主
要
商
品
別
貿
易
の
推
移
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
英
領
マ
レ
ー

の
貿
易
を
相
手
国
先
に
み
る
と
、
輸
出
で
は
ア
メ
リ
カ
が
第
一

で
あ
り
、
輸
入
で
は
英
領
諸
国
が
第
一
で
あ
る
。
ま
た
、
日

本
へ
の
輸
出
は
、
一
九
二
九
年
の
約
三
千
七
百
万
ド
ル
か
ら
、

一
九
三
六
年
に
は
約
四
千
八
百
万
ド
ル
に
増
加
し
て
い
る
。
輸

出
品
目
を
み
る
と
、
ゴ
ム
が
最
も
多
く
、
一
九
三
六
年
に
は
約

三
億
三
千
万
ド
ル
に
達
し
、
輸
出
総
額
の
四
七
・
五
％
を
占
め
た
。

こ
れ
に
続
く
輸
出
品
は
錫
で
約
一
億
四
千
万
ド
ル
、
輸
出
総
額

の
二
十
二
・
一
％
に
及
ん
だ
。
こ
の
ゴ
ム
と
錫
で
輸
出
総
額
の

七
割
を
占
め
て
い
る
（
二
三
）。

　

図
表
九
は
、
昭
和
十
四
年
に
お
け
る
英
領
マ
レ
ー
の
主
要
相

手
国
貿
易
額
の
図
で
あ
る
。
マ
レ
ー
は
、
輸
出
で
は
米
国
、
英

国
、
日
本
の
順
で
、
輸
入
で
は
蘭
印
、
タ
イ
、
英
国
の
順
で
あ

る
。
輸
出
で
は
圧
倒
的
に
米
国
が
多
く
、
輸
入
で
は
蘭
印
が
最

も
多
い
。

図表九　�英領マレーの主要相手国別
　　　　貿易の図　（昭和14年）

（出所：台湾南方協会（1941）『南方読本』
三省堂、194頁）
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日
本
は
、
戦
前
昭
和
期
に
お
い
て
、
近
代
工
業
と
軍
需
に

不
可
欠
の
ゴ
ム
、
錫
を
は
じ
め
鉄
鋼
石
、
燐
鉱
石
、
石
油
等

を
か
な
り
多
量
に
輸
入
し
、
日
本
は
マ
レ
ー
貿
易
で
莫
大
な

輸
入
超
過
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
四
年
、
英
領
マ
レ
ー
が
日
本

か
ら
輸
入
し
た
商
品
は
綿
糸
お
よ
び
綿
製
品
、
人
絹
類
な
ど

の
繊
維
品
が
全
体
の
半
分
近
く
を
占
め
、
石
炭
が
こ
れ
に
次

ぎ
、
他
は
雑
貨
類
で
あ
る
。
同
年
の
マ
レ
ー
か
ら
み
る
貿
易
額

は
日
本
か
ら
の
輸
入
二
千
二
百
四
十
三
万
円
、
日
本
へ
の
輸
出

一
億
一
千
五
百
八
十
四
万
円
、
九
千
三
百
四
十
万
円
の
輸
出
超

過
で
あ
っ
た
。

第
三
節　

日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
貿
易

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
元
来
農
業
国
で
あ
り
、
そ
の
輸
出
品
は
、
砂

糖
を
始
め
、
コ
プ
ラ
、
麻
、
ヤ
シ
油
、
葉
煙
草
、
漁
業
品
、
木

材
等
の
農
水
産
物
や
木
材
が
中
心
で
あ
る
。

　

図
表
一
〇
は
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
か
ら
昭
和
十
一

（
一
九
三
六
）
年
ま
で
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
輸
出
入
貿
易
の
推
移

を
み
た
も
の
で
あ
る
。
図
表
一
一
は
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）

年
か
ら
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
ま
で
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
主

要
商
品
別
貿
易
の
推
移
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

貿
易
を
相
手
国
先
に
み
る
と
、
輸
出
入
と
も
ア
メ
リ
カ
の
比
重

が
高
い
。
輸
出
品
目
を
み
る
と
、
砂
糖
が
最
も
多
く
、
こ
れ
に

次
い
で
、
麻
、
椰
子
油
、
コ
プ
ラ
、
煙
草
、
な
ど
が
あ
る
。
フ
ィ

（出所：三菱経済研究所（1937）『太平洋に於ける国際経済関係』三菱経済研究所、392頁）

図表10　フィリピンの輸出入貿易
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（
出
所
：�

三
菱
経
済
研
究
所
（1937

）『
太
平
洋
に
於
け
る
国
際
経
済
関

係
』
三
菱
経
済
研
究
所
、394

頁
））

図
表
一
一　

フ
ィ
リ
ピ
ン
主
要
商
品
別
貿
易

図表12　フィリピンの主要相手国別
　　　　貿易額の図　（昭和14年）

図表13　フィリピンの対日貿易額品
　　　　種別の図　（昭和14年）

（出所：台湾南方協会（1941）『南方読本』
三省堂、195頁）

（出所：台湾南方協会（1941）『南方読本』
三省堂、195頁）
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リ
ピ
ン
の
主
要
輸
入
品
は
、
綿
製
品
、
鉄
鋼
お
よ
び
同
製
品
（
機

械
を
含
む
）
な
ど
で
あ
る
（
二
四
）。

　

図
表
一
二
は
、
昭
和
十
四
年
に
お
け
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
主
要

相
手
国
貿
易
額
の
図
で
あ
り
、
図
表
一
三
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

対
日
貿
易
額
品
種
別
の
図
で
あ
る
。
戦
前
昭
和
期
の
昭
和
十
四

年
に
お
い
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
貿
易
に
占
め
る
ア
メ
リ
カ
の
地

位
は
圧
倒
的
で
、
輸
出
で
は
八
割
程
度
、
輸
入
に
お
い
て
は
七

割
程
度
を
占
め
て
い
た
。
つ
ま
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
ア
メ
リ
カ

へ
の
農
産
物
供
給
国
で
あ
る
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
製
品
の
市

場
と
も
な
っ
て
い
た
。

　

日
本
は
、
こ
の
時
期
、
輸
出
入
と
も
第
二
位
に
あ
る
が
、
ア

メ
リ
カ
の
一
割
に
過
ぎ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
が
貿
易
の
多
く
を
占

め
て
い
る
の
は
、
属
領
と
い
う
政
治
的
関
係
か
ら
自
由
貿
易
制

を
採
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
対
米
輸
出
に
は
開
税
を
掛
け
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
貿
易
は
、
他
の
南
洋
・
南
方
諸
国
と

同
様
に
、
第
一
次
大
戦
以
後
に
急
速
に
発
展
し
た
。
し
か
し

昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
の
支
那
事
変
の
勃
発
に
よ
り
華

僑
の
日
貨
排
斥
に
遭
い
、
日
本
か
ら
の
輸
出
は
激
減
し
、
著

し
く
入
超
を
示
す
に
至
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
日
本
か
ら

の
主
な
輸
入
品
は
綿
糸
布
、
綿
織
物
、
絹
、
人
絹
織
物
が
過
半

を
占
め
、
ガ
ラ
ス
、
陶
磁
器
、
紙
等
で
、
輸
出
品
は
マ
ニ
ラ

麻
・
木
材
を
主
と
し
、
鉄
鋼
お
よ
び
金
属
、
葉
煙
草
、
革
等
で

あ
る
。
昭
和
十
四
年
に
お
け
る
貿
易
額
は
、
日
本
か
ら
の
輸
入

二
千
四
百
七
十
四
万
円
、
日
本
へ
の
輸
出
四
千
九
百
十
二
万
円
、

二
千
四
百
三
十
八
万
円
の
輸
出
超
過
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昭

和
十
六
年
に
な
る
と
、
ア
メ
リ
カ
は
対
日
経
済
圧
迫
の
た
め
に
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
重
要
輸
出
品
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
領
以
外
へ
の

輸
出
を
ほ
と
ん
ど
禁
止
し
た
。

第
四
節　

日
本
と
仏
領
印
度
支
那
と
の
貿
易

　

仏
領
印
度
支
那
は
そ
の
貿
易
に
お
い
て
極
端
な
フ
ラ
ン
ス
本

国
偏
重
の
政
策
を
採
っ
た
。
仏
領
印
度
支
那
は
、
関
税
制
度
上

準
本
国
と
し
て
の
取
扱
を
受
け
、
フ
ラ
ン
ス
本
国
と
の
貿
易
に

お
い
て
は
相
互
的
に
無
関
税
で
、
外
国
よ
り
の
輸
入
に
対
し
て

は
最
高
最
低
の
複
数
税
制
度
を
採
用
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
フ

ラ
ン
ス
本
国
と
の
貿
易
は
き
わ
め
て
密
接
で
あ
っ
た
が
、
他
の

国
に
対
し
て
は
貿
易
障
壁
を
設
け
て
い
た
（
二
五
）。

　

図
表
十
四
は
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
か
ら
昭
和
十
一

（
一
九
三
六
）
年
ま
で
の
仏
領
印
度
支
那
の
主
要
貿
易
相
手

国
の
推
移
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
図
表
十
五
は
、
昭
和
八

（
一
九
三
三
）
年
か
ら
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
ま
で
の
仏

領
印
度
支
那
の
主
要
商
品
国
別
輸
出
額
の
推
移
を
み
た
も
の
で

あ
る
。
図
表
十
六
は
、
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
か
ら
昭
和

一
〇
（
一
九
三
五
）
年
ま
で
の
仏
領
印
度
支
那
の
主
要
商
品
国

別
輸
入
額
の
推
移
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
仏
領
印
度
支
那
の
輸
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（
出

所
：

三
菱

経
済

研
究

所
（

19
37

）『
太

平
洋

に
於

け
る

国
際

経
済

関
係

』
三

菱
経

済
研

究
所

、
41

6頁
）

図
表

14
　

仏
領

印
度

支
那

の
主

要
貿

易
相

手
国
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出
貿
易
に
お
け
る
主
要
な
相
手
国
は
、
輸

出
入
と
も
フ
ラ
ン
ス
が
圧
倒
的
で
あ
る
。

輸
出
品
目
を
み
る
と
、
米
が
最
も
多
く
、

こ
れ
に
次
い
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ゴ
ム
、

石
炭
、
魚
類
、
錫
等
を
主
と
し
、
こ
れ
ら

の
輸
出
額
は
昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
年

総
輸
出
額
の
八
十
八
・
二
％
を
占
め
た
。

仏
領
印
度
支
那
の
輸
入
品
は
、
綿
織
物
を

第
一
と
し
、
麻
織
物
、
金
属
製
品
、
機
械

類
、
鉄
鋼
、
鉱
油
、
綿
花
、
紙
、
自
動
車
、

ぶ
ど
う
酒
が
こ
れ
に
続
き
、
こ
れ
ら
の
品

目
の
合
計
額
は
、
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）

年
に
お
い
て
総
輸
入
額
の
五
十
二
・
五
％

を
占
め
て
い
る
（
二
六
）。

　

図
表
十
七
は
、
昭
和
十
四
年
に
お
け
る

仏
領
印
度
支
那
の
主
要
相
手
国
貿
易
額
の

図
と
、
仏
領
印
度
支
那
の
対
日
貿
易
額
品

種
別
の
図
で
あ
る
。
輸
出
入
と
も
に
フ
ラ

ン
ス
が
圧
倒
的
に
優
勢
で
、
輸
出
の
三
割

以
上
、
輸
入
の
七
割
近
く
を
占
め
て
い
る
。

昭
和
十
四
年
の
仏
領
印
度
支
那
の
輸
出
は
、

米
が
全
体
の
約
四
〇
％
で
、
そ
の
首
位
を

占
め
、
こ
れ
に
次
ぐ
も
の
は
ト
ウ
モ
ロ
コ

図表15　仏領印度支那の主要商品国
　　　　別輸出額

図表16　仏領印度支那の主要商品国
　　　　別輸入額

（出所：三菱経済研究所（1937）『太平洋
に於ける国際経済関係』三菱経済研究所、
418頁）

（出所：三菱経済研究所（1937）『太平洋
に於ける国際経済関係』三菱経済研究所、
417頁）
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シ
、
ゴ
ム
、
石
炭
、
魚
類
、
錫
等
で
あ
り
、
輸
入
は
綿
織
物
が

第
一
で
麻
袋
、
金
属
製
品
、
機
械
、
鋼
油
等
が
こ
れ
に
次
ぐ
。

貿
易
は
第
一
位
の
フ
ラ
ン
ス
を
除
く
と
、
主
な
輸
出
先
は
ア
メ

リ
カ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、
英
印
、
日
本
、
輸
入
先
は
香

港
、
印
度
、
蘭
印
、
日
本
の
順
位
で
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ

と
の
取
引
が
か
な
り
密
接
で
あ
る
。

　

日
本
の
仏
領
印
度
支
那
と
の
貿
易
は
、
は
じ
め
か
ら
仏
印
政

府
当
局
の
排
他
的
な
本
国
偏
重
の
貿
易
政
策
に
よ
っ
て
、
日
本

商
品
は
不
利
な
待
遇
を
受
け
て
い
た
。
昭
和
七
年
に
成
立
し
た

通
商
協
定
に
よ
っ
て
一
時
緩
和
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
永
続
せ
ず

昭
和
九
年
の
関
税
改
正
に
お
い
て
さ
ら
に
一
層
苛
酷
な
圧
迫
を

加
へ
ら
れ
た
。
日
本
と
仏
領
印
度
支
那
と
の
貿
易
関
係
は
、
明

治
以
来
、
他
の
南
洋
・
南
方
諸
国
に
比
較
し
て
低
調
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
十
四
年
、
仏
領
印
度
支
那
が
日
本
か
ら
輸
入
し
た
主
要

品
目
は
、
第
一
位
は
繰
綿
、
以
下
、
ベ
ニ
ヤ
板
、
絹
糸
、
陶
磁

器
お
よ
び
ガ
ラ
ス
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
・
ピ
ッ
チ
、
絹
お
よ
び
人

絹
織
物
、
ジ
ャ
ガ
い
も
等
が
こ
れ
に
次
い
だ
。
輸
出
品
の
主

な
も
の
は
、
第
一
位
は
石
炭
、
以
下
、
ゴ
ム
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
等
で
あ
つ
た
。
日
本
と
の
貿
易
額
は
、
日
本
か
ら
の
輸
入

千
九
百
八
十
万
円
、
日
本
へ
の
輸
出
二
千
六
百
六
十
五
万
円
で
、

六
百
八
十
五
万
円
の
輸
出
超
過
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
十
五
年
九
月
に
日
本
は
仏
領
印
度
支
那
に
軍
が
進
駐
し
、

昭
和
十
六
年
一
月
に
日
本
と
仏
領
印
度
支
那
と
の
貿
易
関
係
を

図表17　仏領印度支那の貿易（昭和14年）

対日貿易額品種別の図 主要相手国貿易額の図

（出所：台湾南方協会（1941）『南方読本』三省堂、191頁）
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調
整
す
る
た
め
に
日
仏
印
東
京
会
談
が
開
始
さ
れ
、
同
年
五
月

に
日
・
仏
印
経
済
協
定
が
成
立
し
、
相
互
に
貿
易
商
品
に
対
し

て
最
低
税
率
を
課
す
か
免
税
と
し
、
ま
た
、
従
来
ア
メ
リ
カ
ド

ル
で
貿
易
決
済
を
し
て
い
た
の
を
、
直
接
に
円
と
ピ
ア
ス
ト
ル

（
仏
印
の
貨
幣
単
位
で
一
ピ
ア
ス
ト
ル
は
約
一
円
）
で
決
済
を
し
、

決
算
尻
が
五
百
万
円
を
超
え
る
毎
に
外
貨
で
超
過
金
額
を
支
払

う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
仏
印
当
局
は
仏
印
輸
入
組

合
を
設
け
、
種
々
の
条
件
を
付
し
て
日
本
商
社
の
組
合
加
入
を

妨
げ
よ
う
と
試
み
て
い
た
が
、
こ
の
協
定
に
よ
っ
て
緩
和
さ
れ

た
。
す
な
わ
ち
、
日
本
で
南
洋
貿
易
会
を
設
け
て
対
仏
印
重
要

輸
入
品
に
付
き
代
行
商
社
制
を
採
用
し
、
ま
た
、
現
地
で
は
日

本
商
社
が
仏
印
輸
入
組
合
に
加
盟
す
る
と
と
も
に
、
日
本
人
輸

入
同
業
会
を
組
織
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
仏
印
か
ら
日
本
へ
の

ゴ
ム
、
米
、
石
炭
等
の
輸
出
が
増
え
た
（
二
七
）。

第
五
節　

日
本
と
タ
イ
と
の
貿
易

　

タ
イ
は
、
南
洋
・
南
方
ア
ジ
ア
の
中
で
、
唯
一
植
民
地
化
さ

れ
な
か
っ
た
独
立
国
家
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
タ
イ
は
長

い
歴
史
を
持
つ
王
政
を
採
る
国
家
で
あ
っ
た
こ
と
、
イ
ギ
リ
ス

や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
欧
米
列
強
が
そ
の
植
民
地
を
め
ぐ
る
政
治

的
対
立
を
避
け
る
た
め
タ
イ
を
緩
衝
地
に
し
よ
う
と
意
図
し
た

こ
と
な
ど
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
八
九
六
年
の
英
仏
宣
言
お

よ
び
一
九
〇
四
年
の
英
仏
協
定
に
よ
り
タ
イ
に
お
け
る
英
仏
の

政
治
上
の
地
位
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
タ
イ
の
独
立
が
保
護

さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
タ
イ
は
、
伝
統
的
に
コ
メ
を
中
心
と
す

る
農
業
国
家
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
タ
イ
は
、
基
本
的
に
農
産

物
を
輸
出
し
、
完
成
品
な
ど
を
輸
入
す
る
構
造
と
な
っ
て
い
た
。

　

日
本
と
タ
イ
と
は
貿
易
に
お
い
て
、
古
く
か
ら
関
係
を
持
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
戦
前
昭
和
期
に
お
い
て
、
必
ず
し
も
日
本

と
タ
イ
と
の
貿
易
は
活
発
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
タ
イ
の

貿
易
が
米
に
依
存
し
て
い
る
た
め
米
産
の
消
長
に
左
右
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
国
内
開
発
が
主
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
資
本
に
よ
っ
て

な
さ
れ
、
貿
易
も
そ
の
圧
迫
を
受
け
て
い
る
ご
と
、
華
僑
が
商

業
の
実
権
を
握
り
支
那
事
変
以
来
日
貨
排
斥
を
行
っ
て
い
る
こ

と
の
た
め
で
あ
る
。

　

図
表
十
八
は
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
か
ら
昭
和
十
一

（
一
九
三
六
）
年
ま
で
の
タ
イ
の
主
要
貿
易
相
手
国
の
推
移
を

み
た
も
の
で
あ
る
。
図
表
十
九
は
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年

か
ら
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
ま
で
の
タ
イ
の
主
要
商
品
別

貿
易
の
推
移
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
図
表
二
〇
は
、
昭
和
二

（
一
九
二
七
）
年
か
ら
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
ま
で
の
タ

イ
の
主
要
商
品
国
別
輸
入
額
の
推
移
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
タ

イ
の
輸
出
貿
易
に
お
け
る
主
要
な
相
手
国
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

ピ
ナ
ン
、
香
港
が
多
く
、
次
に
英
領
印
度
、
西
印
度
（
イ
ン
ド
）、

日
本
、
セ
イ
ロ
ン
等
で
あ
る
。
輸
入
は
、
日
本
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

イ
ギ
リ
ス
、
蘭
領
印
度
等
が
主
要
な
国
で
あ
る
。
輸
出
品
目
を
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（
出

所
：

三
菱

経
済

研
究

所
（

19
37

）『
太

平
洋

に
於

け
る

国
際

経
済

関
係

』
三

菱
経

済
研

究
所

、
40

5頁
）

図
表

18
　

タ
イ

の
国

別
外

国
貿

易
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図
表

19
　

タ
イ

主
要

商
品

別
貿

易
図

表
20

　
タ

イ
の

主
要

商
品

国
別

輸
入

額

（
出

所
：

三
菱

経
済

研
究

所
（

19
37

）『
太

平
洋

に
於

け
る

国
際

経
済

関
係

』
三

菱
経

済
研

究
所

、
40

7頁
）

（
出

所
：

三
菱

経
済

研
究

所
（

19
37

）『
太

平
洋

に
於

け
る

国
際

経
済

関
係

』
三

菱
経

済
研

究
所

、
40

6頁
）
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み
る
と
、
米
が
最
も
多
く
、
こ
れ
に
次
い
で
、
錫
、
ゴ
ム
、
チ
ー

ク
材
等
で
、
こ
れ
ら
の
輸
出
額
は
一
九
三
五
─
三
十
六
年
総
輸

出
額
の
八
十
八
・
七
％
を
占
め
、
そ
の
中
で
米
が
六
十
・
八
％
を

占
め
て
い
る
。
タ
イ
の
輸
入
品
は
、
綿
織
物
を
第
一
と
し
、
鉱

油
、
金
属
製
品
、
煙
草
、
砂
糖
な
ど
が
多
い
（
二
八
）。

　

図
表
二
一
は
、
昭
和
十
四
年
に
お
け
る
タ
イ
の
主
要
相
手
国

貿
易
額
の
図
で
あ
り
、
図
表
二
二
は
、
タ
イ
の
対
日
貿
易
額
品

種
別
の
図
で
あ
る
。
タ
イ
の
貿
易
品
は
、
米
が
輸
出
の
最
も
多

く
、
昭
和
十
四
年
に
お
い
て
は
全
体
の
約
五
割
を
占
め
、
こ
れ

に
次
ぎ
重
要
な
も
の
は
錫
、
ゴ
ム
、
チ
ー
ク
材
、
水
産
等
で
あ

り
、
輸
入
で
は
綿
織
物
が
第
一
位
、
次
い
で
食
料
品
、
金
属

製
品
、
麻
袋
、
灯
油
、
石
油
等
で
あ
る
。
日
本
よ
り
の
輸
入

は
、
綿
糸
、
綿
布
、
綿
織
物
と
人
絹
織
物
の
繊
維
品
が
過
半
を

占
め
、
こ
の
ほ
か
紙
、
鉄
製
品
（
ブ
リ
キ
板
）、
陶
磁
器
お
よ

び
ガ
ラ
ス
等
が
主
な
も
の
で
、
日
本
へ
の
主
要
輸
出
品
は
米

で
、
こ
れ
に
次
ぐ
も
の
は
チ
ー
ク
材
、
皮
革
等
で
あ
る
。
昭
和

十
四
年
の
日
本
か
ら
の
輸
入
は
約
二
千
六
百
万
円
、
日
本
へ
の

輸
出
は
約
五
百
五
十
万
円
で
、
合
計
三
千
百
五
十
六
万
円
、
約

一
千
五
十
万
円
の
輸
入
超
過
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　

本
稿
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
、
戦
前
昭
和
期
に
お
け
る
日
本

の
南
洋
・
南
方
へ
の
商
業
的
進
出
と
貿
易
、
南
方
・
南
洋
の
商

図表21　タイの主要相手国別貿易額
　　　　 の図　（昭和14年）

図表22　タイの対日貿易額品種別
　　　　 の図　（昭和14年）

（出所：台湾南方協会（1941）『南方読本』三省堂、193頁）
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業
の
進
出
に
関
し
て
、
重
要
な
点
を
考
察
し
て
お
こ
う
。

　

第
一
は
、
日
本
の
南
洋
・
南
方
へ
の
商
業
的
進
出
の
さ
き
が

け
が
、
行
商
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
行
商
で
も
、
薬
の
行
商

で
あ
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
日
本
で
は
、
富
山
の
薬
行
商
が

有
名
で
あ
る
が
、
言
葉
も
通
じ
ず
、
熱
く
、
医
療
の
進
ん
で
い

な
い
南
方
ア
ジ
ア
で
、
薬
を
行
商
で
売
る
と
い
う
発
想
は
、
非

常
に
面
白
い
発
想
で
あ
っ
た
。
日
本
の
薬
の
行
商
は
、
当
時
、

中
国
な
ど
の
地
な
ど
で
も
日
本
人
の
薬
の
行
商
が
進
出
し
て
い

た
よ
う
な
の
で
、
薬
の
行
商
の
国
際
性
が
う
か
が
え
る
。

　

第
二
は
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
南
洋
・
南
方
ブ
ー

ム
と
い
う
、
日
本
人
の
南
洋
進
出
熱
の
高
揚
期
で
あ
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
日
本
人
は
、
当
時
、
一
攫
千
金
を
狙
っ
て
、
個
人
、

富
豪
、
企
業
、
財
閥
な
ど
が
、
盛
ん
に
移
住
・
殖
民
、
海
外
投

資
、
海
外
企
業
設
立
、
海
外
事
業
な
ど
を
行
い
南
方
に
進
出
し
た
。

特
に
、
商
業
の
分
野
の
進
出
地
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
、

蘭
印
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
中
心
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
南
洋
・
南

方
に
在
住
し
て
い
た
日
本
人
の
南
方
投
資
も
あ
っ
た
。
日
本
の

南
方
へ
の
投
資
は
、
そ
の
他
、
ゴ
ム
、
マ
ニ
ラ
麻
な
ど
の
栽
培

事
業
へ
の
投
資
も
多
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
当
時
、
南
方
へ

の
投
資
、
事
業
進
出
と
い
う
日
本
の
国
際
経
営
活
動
が
活
発
で

あ
っ
た
。

　

第
三
は
、
昭
和
初
期
に
も
か
な
り
の
日
本
人
が
、
南
洋
・
南

洋
に
移
住
し
、
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
大

手
や
中
小
の
貿
易
商
社
、
日
本
人
相
手
の
小
売
店
、
卸
売
店
、

旅
館
や
娯
楽
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
業
、
ゴ
ム
園
、
マ
ニ
ラ
麻
園
、

各
種
栽
培
園
、
水
産
、
工
業
、
鉱
業
、
林
業
、
な
ど
に
従
事
す

る
か
な
り
の
数
の
日
本
人
が
南
方
に
滞
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

特
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
蘭
印
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、

日
本
企
業
の
進
出
に
つ
れ
て
、
日
本
人
の
移
民
・
殖
民
・
移
住

が
増
加
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
四
は
、
欧
米
の
植
民
地
政
策
に
よ
り
、
日
本
の
南
方
進
出

が
か
な
り
左
右
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
仏
領
印
度
に
日
本
企
業

の
進
出
が
極
め
て
少
な
か
っ
た
の
は
、
統
治
国
フ
ラ
ン
ス
の
植

民
政
策
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
す
な
わ
ち
、
仏
領
印
度
支

那
は
そ
の
貿
易
に
お
い
て
極
端
な
フ
ラ
ン
ス
本
国
偏
重
の
政
策

を
採
り
、
他
の
国
に
対
し
て
は
閉
鎖
的
で
あ
っ
た
。
仏
領
印
度

支
那
は
、
関
税
制
度
上
準
本
国
と
し
て
の
取
扱
を
受
け
、
フ
ラ

ン
ス
本
国
と
の
貿
易
に
お
い
て
は
相
互
的
に
無
関
税
で
、
外
国

よ
り
の
輸
入
に
対
し
て
は
最
高
最
低
の
複
数
税
制
度
を
採
用
し

て
お
り
、
そ
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
本
国
等
の
貿
易
は
き
わ
め
て
密

接
で
あ
っ
た
が
、
他
の
国
に
対
し
て
は
貿
易
障
壁
を
設
け
て
い

た
。
ま
た
、
外
国
の
仏
領
印
度
支
那
へ
の
投
資
に
つ
い
て
も
、

か
な
り
の
制
限
を
設
け
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
日
本
は
、
仏

領
印
度
支
那
へ
の
企
業
進
出
や
、
貿
易
は
難
し
い
状
況
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
蘭
領
印
度
は
、
貿
易
政
策
に
お
い
て
、

オ
ラ
ン
ダ
本
国
と
他
の
諸
国
と
の
間
で
、
基
本
的
に
は
関
税
率
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に
関
し
て
平
等
に
取
り
扱
い
、
オ
ラ
ン
ダ
本
国
に
対
し
て
特
恵

関
係
を
有
し
な
い
政
策
を
採
っ
た
。
こ
の
た
め
に
、蘭
領
印
度
は
、

海
外
か
ら
の
貿
易
や
投
資
に
つ
い
て
も
寛
容
で
あ
っ
た
。
蘭
印

で
は
、
ゴ
ム
栽
培
な
ど
の
事
業
の
育
成
の
為
に
、
外
国
企
業
に

お
い
て
も
補
助
金
を
与
え
る
制
度
も
あ
り
、
日
本
企
業
で
も
こ

の
制
度
を
受
け
ら
れ
た
企
業
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
マ
レ
ー
や
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
を
統
治
し
た
イ
ギ
リ
ス
、
お
よ
び
フ
ィ
リ
ピ
ン
を

統
治
し
た
ア
メ
リ
カ
も
、
本
国
以
外
の
国
の
貿
易
や
投
資
に
関

し
て
比
較
的
寛
容
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
日
本
が
第
二
次
大
戦

に
進
む
よ
う
な
動
き
に
つ
れ
て
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
な
ど

の
諸
国
が
、
南
方
で
の
日
本
の
貿
易
・
投
資
に
関
し
て
厳
し
く

な
っ
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　

本
稿
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
よ
う
に
、
戦
前
昭
和
期
に
お
い

て
、
日
本
は
植
民
地
で
な
い
南
方
・
南
洋
の
地
に
お
い
て
、
活

発
な
国
際
経
営
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

注（
一
）　

入
江
寅
次（
一
九
四
二
）『
外
南
洋
邦
人
の
現
勢
と
其
の

歴
史
的
背
景
』南
洋
資
料
第
九
十
八
号
、南
洋
経
済
研
究

所
、一
頁
。

（
二
）　

入
江
寅
次（
一
九
四
二
）『
外
南
洋
邦
人
の
現
勢
と
其
の

歴
史
的
背
景
』南
洋
資
料
第
九
十
八
号
、南
洋
経
済
研
究

所
、四
頁
。

（
三
）　

入
江
寅
次（
一
九
四
二
）『
外
南
洋
邦
人
の
現
勢
と
其
の

歴
史
的
背
景
』南
洋
資
料
第
九
十
八
号
、南
洋
経
済
研
究

所
、四
頁
。

（
四
）　

南
方
年
鑑
刊
行
会（
一
九
四
三
）『
南
方
年
鑑　

昭
和

十
八
年
版
』東
邦
社
、三
〇
四 

頁
。

（
五
）　

ジ
ャ
ガ
タ
ラ
友
の
会（
一
九
七
六
）『
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
閑
話

─
蘭
印
時
代
邦
人
の
足
跡
』ジ
ャ
ガ
タ
ラ
友
の
会
、九
三

頁
。

（
六
）　

南
洋
団
体
聯
合
会（
一
九
四
二
）『
大
南
洋
年
鑑
』南
洋
団

体
聯
合
会
、三
三
九
頁
。

（
七
）　

入
江
寅
次（
一
九
四
二
）『
邦
人
海
外
発
展
史
』井
田
書
店
、

一
三
八
─
一
三
九
頁
。

（
八
）　

引
用
は
南
洋
団
体
聯
合
会（
一
九
四
二
）『
大
南
洋
年
鑑
』

南
洋
団
体
聯
合
会
、三
三
九
頁
に
よ
る
。

（
九
）　

南
方
年
鑑
刊
行
会（
一
九
四
三
）『
南
方
年
鑑　

昭
和

十
八
年
版
』東
邦
社
、三
〇
四 

頁
。
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（
一
〇
）　

南
方
年
鑑
刊
行
会（
一
九
四
三
）『
南
方
年
鑑　

昭
和

十
八
年
版
』東
邦
社
、二
九
八 

頁
。

（
一
一
）　

南
方
の
行
商
人
、小
川
利
八
郎
に
つ
い
て
は
、南
洋
経

済
研
究
所（
一
九
四
二
）『
日
本
売
薬
南
方
進
出
繁
盛
記
』

南
洋
資
料
第
百
十
五
、南
洋
経
済
研
究
所
、に
詳
し
い
記

述
が
あ
る
。

（
一
二
）　

ジ
ャ
ガ
タ
ラ
友
の
会（
一
九
七
六
）『
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
閑

話
─
蘭
印
時
代
邦
人
の
足
跡
』ジ
ャ
ガ
タ
ラ
友
の
会
、

二
五
頁
。

（
一
三
）　

南
方
年
鑑
刊
行
会（
一
九
四
三
）『
南
方
年
鑑　

昭
和

十
八
年
版
』東
邦
社
、三
〇
五 
頁
。

（
一
四
）　

南
洋
協
会（
一
九
四
一
）『
大
南
洋
圏
』南
洋
協
会
、

三
四
七
頁
。

（
一
五
）　

南
洋
協
会（
一
九
四
一
）『
大
南
洋
圏
』南
洋
協
会
、

三
五
一
─
三
五
二
頁
。

（
一
六
） 

南
洋
協
会（
一
九
四
一
）『
大
南
洋
圏
』
南
洋
協
会
、

三
五
三
─
三
五
四
頁
。

（
一
七
） 

南
洋
協
会（
一
九
四
一
）『
大
南
洋
圏
』
南
洋
協
会
、

三
六
一
─
三
六
二
頁
。

（
一
八
）　

ジ
ャ
ガ
タ
ラ
友
の
会（
一
九
七
六
）『
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
閑

話
─
蘭
印
時
代
邦
人
の
足
跡
』ジ
ャ
ガ
タ
ラ
友
の
会
、

一
七
三
頁
。

（
一
九
） 

清
水
洋（
二
〇
〇
四
）『
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
経
済
発
展
と

日
本
』シ
モ
ン
ズ
、一
五
〇
頁
。

（
二
〇
） 

清
水
洋（
二
〇
〇
四
）『
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
経
済
発
展
と

日
本
』シ
モ
ン
ズ
一
六
七
─
一
六
八
頁
。

（
二
一
） 

台
湾
南
方
協
会（
一
九
四
一
）『
南
方
読
本
』三
省
堂
、

一
八
五
頁
。

（
二
二
） 

三
菱
経
済
研
究
所（
一
九
三
五
）『
日
本
の
産
業
と
貿
易

の
発
展
』三
菱
経
済
研
究
所
、六
二
七
頁
。

（
二
三
）三
菱
経
済
研
究
所（
一
九
三
七
）『
太
平
洋
に
於
け
る
国

際
経
済
関
係
』三
菱
経
済
研
究
所
、三
一
八
─
三
二
〇
頁
。

（
二
四
） 

三
菱
経
済
研
究
所（
一
九
三
七
）『
太
平
洋
に
於
け
る
国

際
経
済
関
係
』三
菱
経
済
研
究
所
、三
九
一
─
三
九
五
頁
。

（
二
五
） 

三
菱
経
済
研
究
所（
一
九
三
七
）『
太
平
洋
に
於
け
る
国

際
経
済
関
係
』三
菱
経
済
研
究
所
、四
一
五
頁
。

（
二
六
） 

三
菱
経
済
研
究
所（
一
九
三
七
）『
太
平
洋
に
於
け
る
国

際
経
済
関
係
』三
菱
経
済
研
究
所
、四
一
四
─
四
一
八
頁
。

（
二
七
） 

日
本
貿
易
報
国
聯
盟（
一
九
四
二
）『
大
東
亜
産
業
貿
易

年
報
第
一
輯
』商
工
行
政
社
、一
一
八
─
一
一
九
頁
。

（
二
八
） 

三
菱
経
済
研
究
所（
一
九
三
七
）『
太
平
洋
に
於
け
る
国

際
経
済
関
係
』三
菱
経
済
研
究
所
、四
〇
三
─
四
〇
七
頁
。

参
考
文
献

伊
藤
長
夫
（
一
九
四
一
）『
南
進
日
本
商
人
』
伊
藤
書
店
。
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宮
下
琢
磨
（
一
九
二
九
）『
邦
人
活
躍
の
南
洋
』
岡
田
日
栄
堂
。

入
江
寅
次
（
一
九
四
二
）『
外
南
洋
邦
人
の
現
勢
と
其
の
歴
史

的
背
景
』
南
洋
資
料
第
九
八
号
、
南
洋
経
済
研
究
所
。

入
江
寅
次
（
一
九
四
二
）『
邦
人
海
外
発
展
史
』
井
田
書
店
。

入
江
寅
次
（
一
九
四
三
）『
明
治
南
進
史
稿
』
井
田
書
店
。

室
伏
高
信
（
一
九
三
六
）『
南
進
論
』
日
本
評
論
社
。

南
洋
経
済
研
究
所
（
一
九
四
二
）『
日
本
売
薬
南
方
進
出
繁
盛
記
』

南
洋
資
料
第
一
一
五
号
、
南
洋
経
済
研
究
所
。

メ
タ
・
ス
カ
ル
・
ブ
ジ
・
マ
ス
ト
ゥ
テ
ィ
（
二
〇
一
一
）『
オ

ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
に
お
け
る
売
薬
商
に
つ
い
て
の
一
考
察
─

一
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
一
〇
年
代
を
中
心
に
』
慶
応
大
学
大
学

院
社
会
学
研
究
科
紀
要
、
七
二
号
、
三
五
─
五
四
頁
。

南
洋
団
体
聯
合
会
（
一
九
四
二
）『
大
南
洋
年
鑑
』
南
洋
団
体

聯
合
会
。

南
洋
協
会
（
一
九
四
一
）『
大
南
洋
圏
』
南
洋
協
会
。

南
方
年
鑑
刊
行
会
（
一
九
四
三
）『
南
方
年
鑑　

昭
和
十
八
年
版
』

東
邦
社
。

拓
務
省
拓
務
局
（
一
九
三
七
）『
外
南
洋
事
情
梗
概
』
拓
務
省

拓
務
局
。

台
湾
南
方
協
会
（
一
九
四
一
）『
南
方
読
本
』
三
省
堂
。

樋
口
弘
（
一
九
四
一
）『
南
洋
に
於
け
る
日
本
の
投
資
と
貿
易
』

味
燈
書
屋
。

樋
口
弘
（
一
九
四
二
）『
南
方
に
於
け
る
資
本
関
係
』
味
燈
書
屋
。

松
井
清
（
一
九
六
一
）『
近
代
日
本
貿
易
史
』
有
斐
閣
。

三
菱
経
済
研
究
所
（
一
九
三
三
）『
東
洋
及
南
洋
諸
国
の
国
際

貿
易
と
日
本
の
地
位
』
三
菱
経
済
研
究
所
。

三
菱
経
済
研
究
所
（
一
九
三
五
）『
日
本
の
産
業
と
貿
易
の
発
展
』

三
菱
経
済
研
究
所
。

三
菱
経
済
研
究
所
（
一
九
三
七
）『
太
平
洋
に
於
け
る
国
際
経

済
関
係
』
三
菱
経
済
研
究
所
。

清
水
洋
・
平
川
均
（
一
九
九
八
）『
か
ら
ゆ
き
さ
ん
と
経
済
進
出
』

シ
モ
ン
ズ
。

清
水
洋
（
二
〇
〇
四
）『
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
経
済
発
展
と
日
本
』

シ
モ
ン
ズ
。

ジ
ャ
ガ
タ
ラ
友
の
会
（
一
九
七
八
）『
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
閑
話
─
蘭

印
時
代
邦
人
の
足
跡
』
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
友
の
会
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
日
本
人
会
（
一
九
七
八
）『
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
日

本
人
社
会
の
歩
み
』
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
日
本
人
会
。

渡
邉
薫
（
一
九
三
五
）『
比
律
賓
在
留
邦
人
発
達
史
』
南
洋
協
会
。

坪
井
善
四
郎
（
一
九
一
七
）『
最
近
の
南
国
』
博
文
館
。

日
本
貿
易
報
国
聯
盟
（
一
九
四
二
）『
大
東
亜
産
業
貿
易
年
報

第
一
輯
』
商
工
行
政
社
。
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